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2000.7.20～9.10 大地の芸術祭

越後妻有アートトリエンナーレ2000開幕
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越後妻有アートトリエンナーレ2000
大 地 の 芸 術 祭

十日町市
作品マップ
６市町村すべての作品がガイド

マップでご覧になれます。大地

の芸術祭運営本部（1 5 7－

2637）・十日町トリエンナーレ

センター（152－4456）、市役

所、各地区公民館にありますの

で、ご利用ください。

《53日間》
7月20日（祝）～9月10日（日）

②ジャン＝ミッシェル・アルベローラ
（フランス）

①ジョディ・ピント（アメリカ）

「光の島」グラスファイバー製の
カラフルな柱が、夜には素敵な光
を放つ

⑤アン・グラハム
（オーストラリア）

妻有の棚田をイメージし「食」と
「音楽」をテーマとした交流空間
ステージ

④イフティカール＆エリザベス・ダディ
（パキスタン/アメリカ）

十日町の着物の絵柄をモチーフに
した電飾パネルをセンターに展示

外の風景がレンズを通して内壁
に美しく現れる不思議な部屋

③佐藤　時啓

「石の魚たち」魚が泳ぎまわる川に
なれという願いを込めた石彫作品

荻野　弘一

「小さな家」一本の木を眺め日常的視
野と限定された内部空間からの視野の
違いを喚起させる

伊藤　嘉朗

本町６丁目の壁面に地域の子どもた
ちが展示

⑥ジャン＝ミッシェル・アルベローラ
（フランス）

「ヒガンバナ」春に花壇の花々とと
もに開花し、冬は雪の下に眠る

⑧リュイス・サンス（スペイン）

「カフェ・エリカ2000」石油タンカー・エリ
カをテーマに油流出をアニメにし人間に警告

⑨フランク・スカルティ（フランス）

「水の女神」陽の光とそよ風をうけて池
の上で美しく輝く（二ッ屋・弁天池周辺）

リー・ブル（韓国）

「６つの徳の物語」６つの動物と６編
の詩が、６つの徳を語りかける
（鉢集落・石仏周辺）

ブルーノ・マトン（フランス）

「音楽、踊り」3種類350本のストラ
イプののぼり旗が中心商店街を飾る

⑦ダニエル・ビュレンヌ（フランス）

「軌道 in Orbit」土の中に埋められて
いた和紙画が天と地をつなぐ軌道と
なる（伊達・八幡神社）

鈴木寅二啓之

「死体のある風景」女優裕木奈江をモ
デルに雪の中の鉢で撮影
（鉢集落・明るい子供の家）

伊島　薫（日本）

「雪の記憶」梯子や家の形の白い作品
は冬の記憶を蘇らせる
（稲葉・星と森の詩美術館周辺）

ホセイン・ヴァラマネシュ
（イラン/オーストラリア）

ユック・クンビョン（韓国）

「アイ・タクシー」タクシー４
台の屋根にビデオの瞳が道案内

キム・スジャ（韓国）

「E=MC
2

」シャトルバス
４台に相対性理論を表現

力車

「ABECEDAIRE」のメッセージを持つ
独創的な言葉と色彩の体感（情報館・
南の壁）
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「
サ
ケ
よ
信
濃
川
を
さ
か
の
ぼ

れ
！
」を
テ
ー
マ
に
、中
流
域
の
水
問

題
を
サ
ケ
の
遡そ

上
じ
ょ
う

実
態
を
通
し
、
分

か
り
や
す
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
た
ち
の
自
然
や
環
境
を
知
る

一
番
身
近
な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る

信
濃
川
。
水
辺
の
環
境
を
稚
魚
放
流

や
講
話
を
通
じ
、
楽
し
く
学
び
ま
す
。

第
11
回
「
私
の
見
た
信
濃
川
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
選
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
信
濃
川
を
と
り
ま
く
私
た

ち
の
暮
ら
し
や
、
信
濃
川
に
残
さ
れ

た
自
然
を
数
々
の
写
真
を
通
し
て
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▼
と
き：

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ：

ク
ロ
ス
10
中
ホ
ー
ル

▼
講
師：

■
片
桐
文
雄
氏

■
保
屋
野
初
子
氏

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
と
き：

午
前
９
時
30
分
〜午

後
４
時

▼
と
こ
ろ：

妻
有
大
橋
高
水
河
川
敷

▼
内
容：

十
日
町
中
学
３
年
生
に
よ

る
「
水
環
境
調
査
」、
講
話

稚
魚
放
流
な
ど

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
と
き：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ：

ク
ロ
ス
10
ロ
ビ
ー

▼
入
場
料
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
信
濃
川
水
な
し
サ
ミ

ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
（
建

設
課
克
雪
係
、内
線
２
７
６
）へ
。

私
た
ち
は
、
美
し
い
環
境
の
な
か
で
、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
信
濃
川
中
流
域
は
水
力
発
電

開
発
に
よ
っ
て
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
瀕ひ

ん

死
の
石
川
原
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
の
解
決
と
、
地
域
特
有
の
環
境
問
題
と
し
て
、

多
く
の
人
に
川
の
実
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

2000

信
濃
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

水
な
し
サ
ミ
ッ
ト

第２回

期
間
中
、
さ
ま
ざ
ま
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

内外の有識者30人が、芸術文化の香る妻有の

地に集い、「地域づくり」「世界とつながる」をテ

ーマに、各人の領域を越えて自由に語り合います。

今回を初回とし、長期にわたり継続していく予

定です。一部を公開しますので、ご参加ください。

＜基調講演＞

■日時＝８月４日f午後５時20分～７時■講

師＝パオロ・ソレリ（建築家・アメリカ）■聴講

料＝1,500円（地域家族パスポート保有者1,000

円）■定員＝500人

＜分科会総括・報告＞

■日時＝８月６日a午前９時～11時30分■聴講

料＝1,500円（地域家族パスポート保有者1,000

円）■定員＝500人

地球環境セミナー
会場＝クロス10

■と　き＝７月30日a午後４時～８時（３時開場）

■ところ＝城ヶ丘ピュアランド野外ステージ

■入場料＝一般3,000円(前売2,500円)、

小・中・高校生1,500円（前売1,000円）

大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル大地交響フェスティバル

──────────── お祭り騒ぎだ。

夏だ！祭りだ！全員参加だ！
集まれ、みんなのアート運動会！

スペイン・カタルーニャ地方のアレンチ・デ・

ムン・モラルセンター舞踊団が来日公演します。

楽しく、美しいカルターニャ地方独特のダンス

「サルダーナ」は、フラメンコと並ぶ、スペイン

を代表するものです。ぜひ、ご覧ください。

■日時＝８月20日a午後４時～

■会場＝市民会館（学校町） ■入場無料

三菱電機スペイン協賛イベント

VISCA2000／エスバル・ダンサイ
レ来日公演

“市
いち

”（フリーマーケット）の形態をとってさ

まざまな趣味人の物を通じた文化的コミュニケー

ションを作るイベントです。期間中の各週末、十日

町トリエンナーレプラザという多目的スペースを

使用してさまざまな形の“楽市楽市”を開きます。

■７月の市

◎23日a 想いでの市

◎29日g～30日a

越後物産市（県内の物産を出店）

■８月の市

◎５日g～６日a 環境の市

◎12日g～13日a オリジナルの市

楽 市
楽 座

趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！趣味人よ、集まれ！

越後妻有を世界に向けて大きく発信していく野外アートの

祭典「大地の芸術祭・越後妻有アートトリエンナーレ2000」

が７月20日（海の日）に開幕しました。午後４時からクロ

ス10で参加アーティスト97人を含む関係者700人が参加し

て盛大な開会式が行われました。続いてクロス10西側の野

外広場で記念レセプション・トリエンナーレセンター開村式

に移り、53日間の世界最大級の野外アートのお祭りがにぎ

やかにスタートしました。

真夏の一日、家族や友だちなど誘い合ってアート作品の鑑

賞にお出かけください。

▲ユック・クンビョン（韓国）制作の、アイ・
タクシー４台が、お客様とのコミュニケーショ
ンを図るため、アイラブユウの気持ちを込めて
走り出しました。

▲オーストラリアから参加した「バンドモハタ」に
よるアフリカ太鼓と、西小学校児童「いたずら太鼓」
の共演。力強い鼓動が開幕に花を添えました。

▲粟津潔によるワークショップが、十日町小学
校で行われ、120人の参加者とともに甲骨文字
（古代文字）を描きました。制作された作品は、
トリエンナーレセンターに展示されました。

色とりどりの花で飾られた昭和

町通りには、花を愛する多くの市

民が訪れてにぎわいをみせていま

した。中条小学校児童による「縄

文太鼓」、スペイン舞踊「エスバ

ル・ダンサイレ」、繭
まゆ

の会による

「ゆかたファッションショー」な

ど多彩な催しが行われました。

花と緑のフェスティバル2000 in 十日町
越後妻有花の道

燃
え
る
夏
、
７
月
20
日

開
幕
初
日
の
催
し

～世界の最先端で活躍する32か国142人のアーティストが参加～

世界最大級の野外アートのお祭り開幕
越後妻有アートトリエンナーレ2000

《53日間》
7月20日（海の日）～9月10日（日）

大 地 の 芸 術 祭

期間中の土・日曜日に
は「妻有の市」として
地元の皆さんが出店

8/5(土
)
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十
日
町
市
で
は
、
８
月
か
ら
療
育

相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
最
近
、
心
や
体
に
障

害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い

る
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
に
も
、相
談
窓
口
と
し
て
、

新
潟
県
に
よ
る
巡
回
療
育
相
談
や
、

市
の
保
健
婦
や
家
庭
相
談
員
に
よ
る

相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

毎
月
の
開
設
で
な
か
っ
た
り
療
育
専

門
の
窓
口
で
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
育
児
不
安
や
心
配
ご
と

な
ど
に
対
応
で
き
る
、
継
続
性
の
あ

る
相
談
窓
口
を
整
備
す
る
と
い
う
目

的
で
、
開
設
す
る
も
の
で
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■日　時＝８月７日から、毎月第１・第３

月曜日午後１時30分～３時30分

（予約制、相談時間は原則一人30分以内）

■相談室＝市身体障害者福祉センター内

（塚原町）

■相談員＝市の家庭相談員があたります。

■申込み＝健康福祉課児童家庭係

（157－3111  内線131）へ。

健やかな成長を願い

療育相談室を開設

中
沢
幾
太
郎
さ
ん
は
、
昭
和
32
年

に
大
井
田
地
区
交
通
安
全
自
治
会
に

た
ず
さ
わ
っ
て
以
来
、
長
年
に
わ
た

り
交
通
安
全
の
啓
発
と
指
導
に
あ
た

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
２
年
４

月
か
ら
現
在
ま
で
、
十
日
町
交
通
指
導

隊
長
を
つ
と
め
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

中沢幾
いく

太
た

郎
ろう

さん
（四日町１）

田村 行
ぎょう

観
かん

さん
（岩　野）

児玉昭一郎さん
（稲　葉）

川　西　町

松　代　町

ジェームズ・タレル（アメリカ）

「光の館」

（ナカゴグリーパーク）

藤原吉志子「レイチェル・カーソ

ンに捧ぐ～４つの小さな物語～」

（ナカゴグリーパーク）

イリア＆エミリア・カバコフ（ロシア）

「米の実る里山の５つの彫刻」

（松代城跡周辺）

瀬戸川満里子

「瞳を閉じて」

（役場周辺）

巡回に便利なシャトルバスが、市

内では十日町駅西口と十日町トリエ

ンナーレセンターから発着していま

す。（有料）

ア
ー
ト
の
夏
を
見
て

ま
わ
れ
！

当
市
以
外
の
５
町
村
で
展
開
さ
れ
て
い
る
作

品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

津　南　町

松　之　山　町

中　里　村

逢坂卓郎

「LUNAR PROJECT－月光を捕らえるプロジェクト」

（大厳寺高原手前の棚田）

眞 坂 雅 文

「悠久のいとなみ～The Eternal」

（大厳寺高原）

ゲオルギー・チャプカノフ

（ブルガリア）「カモシカの家族」

（マウンテンパーク津南）

蔡 國 強（中国）

「ドラゴン現代美術館」

（マウンテンパーク津南）
ジャウマ・プレンサ（スペイン）
「鳥たちの家」（ミオンなかさと）

岩崎永人「化石」

（清津峡渓谷トンネル）

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
た
い
と
い
う
一
念
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て

献
身
的
に
交
通
安
全
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
３
人
の
方
々
が
、
７
月
13

日
e
に
新
潟
県
庁
で
、
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
　
潟
　
県
　
知
　
事
　
表
　
彰

交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
長
表
彰

田
村
行
観
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
以

来
、
十
日
町
地
区
安
全
協
会
下
条
支

部
の
要
職
に
あ
り
、支
部
の
運
営
や
、

地
域
の
交
通
安
全
確
保
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

59
年
に
市
の
交
通
指
導
員
に
就
任
し
、

以
来
長
年
に
わ
た
っ
て
交
通
弱
者
の

事
故
防
止
に
努
め
、現
在
で
も
毎
朝
、

街
頭
指
導
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

児
玉
昭
一
郎
さ
ん
は
、
昭
和
39
年

に
十
日
町
運
転
者
協
会
吉
田
支
部
で

役
員
を
つ
と
め
ら
れ
て
以
来
、
地
域

を
は
じ
め
、
市
内
・
県
内
の
交
通
安

全
確
保
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
９
年
か
ら
は
新
潟
県
交
通
安

全
協
会
の
評
議
員
も
つ
と
め
、
現
在

も
役
員
と
し
て
市
内
は
も
と
よ
り
全

県
的
に
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
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縄
文
文
化
に
対
す
る
広
い
見
識
を

持
つ
梅
原
先
生
は
「
笹
山
の
火
z

型

土
器
は
そ
の
大
き
さ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
も
縄
文
土
器
の
代
表
で
あ
る
。
縄

文
土
器
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆
発
し
た

芸
術
で
あ
る
と
提
唱
し
た
故
岡
本
太

郎
氏
も
国
宝
指
定
の
大
き
な
立
て
役

者
の
一
人
」
と
故
岡
本
氏
を
ほ
め
た

た
え
ま
し
た
。

縄
文
の
解
釈
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
自

然
の
交
錯
で
あ
り
、
縄
文
全
体
を
ど

う
と
ら
え
る
か
と
前
置
き
し
「
５
千

年
前
〜
４
千
年
前
の
縄
文
中
期
は
、

長
野
県
諏
訪
湖
周
辺
か
ら
新
潟
県
中

心
に
栄
え
た
。
縄
文
土
器
に
は
神
秘

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
縄
文
人
が

神
と
し
て
と
ら
え
た
ヘ
ビ
、カ
エ
ル
、

鳥
の
イ
メ
ー
ジ
が
火
z

型
土
器
の
模

様
に
現
れ
て
い
る
。
神
事
に
用
い
、

形
、
模
様
は
一
つ
一
つ
違
う
。
地
域

に
よ
っ
て
独
自
性
が
あ
る
。
こ
の
地

に
は
都
が
あ
り
縄
文
中
期
に
は
文
化

が
栄
え
た
と
思
う
」
と
強
調
し
ま
し

た
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
土

偶
で
「
す
べ
て
成
人
の
女
で

あ
る
。
顔
は
こ
の
世
の
も
の

と
は
思
え
な
い
変
な
形
で
目

は
つ
む
っ
て
い
る
か
ど
う
孔

が
開
い
て
い
る
。
の
ど
か
ら

腹
に
か
け
て
縦
真
一
文
の
線

が
あ
る
。
完
ぺ
き
な
も
の
は

な
く
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
て

い
ね
い
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

が
正
し
い
」
と
梅
原
理
論
を

展
開
し
ま
し
た
。

「
土
偶
は
死
ん
だ
妊
婦
に

抱
か
せ
た
も
の
で
る
。
当
時

は
お
産
で
の
死
が
多
く
、
そ

の
た
め
土
偶
が
で
き
た
と
思

う
」
と
悲
し
い
土
偶
と
神
秘

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
二
つ
の
理

解
で
縄
文
文
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
と
話
し
、
笹
山
遺
跡
に
は

少
な
い
が
こ
れ
か
ら
出
土
す
る
と
付

け
加
え
ま
し
た
。

縄
文
は
森
の
生
活
で
「
ど
ん
ぐ
り

を
つ
ぶ
し
て
団
子
に
し
た
。
信
濃
川

に
面
し
た
地
域
で
サ
ケ
が
多
く
、
山

菜
と
い
っ
し
ょ
に
な
べ
料
理
を
主
体

に
食
べ
た
。
保
存
の
技
術
も
あ
り
、

食
生
活
は
縄
文
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い

わ
れ
る
。
自
然
の
中
で
共
生
し
、
秩

序
を
乱
さ
な
い
循
環
型
の
自
然
観
が

あ
っ
た
」
と
共
生
と
循
環
が
縄
文
の

原
理
で
あ
る
と
唱
え
ま
し
た
。

福
井
県
で
６
千
年
前
の
船

の
遺
跡
が
出
土
し
、
「
木
の
技

術
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
知

っ
た
。
適
材
適
所
で
木
を
使

い
分
け
て
い
る
。
縄
文
文
明

は
自
然
と
共
生
と
同
時
に
、

も
の
づ
く
り
の
文
明
で
あ
る
」

と
世
界
８
大
文
明
の
一
つ
で

あ
る
縄
文
文
明
を
語
り
ま
し

た
。「

も
う
一
度
縄
文
の
原
点
に

戻
る
必
要
が
あ
る
。
自
然
を

活
か
し
、
ど
う
守
り
、
ど
う

生
き
る
か
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
21
世
紀
に
自
然
と
の
共

生
と
科
学
を
ど
う
結
び
つ
け

る
か
、
進
歩
か
ら
循
環
へ
の

切
り
替
え
が
大
切
で
あ
る
。

手
づ
く
り
、
も
の
づ
く
り
の

精
神
を
持
っ
た
縄
文
文
明
は

未
来
へ
向
け
て
大
き
な
教
訓
を
与
え

る
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

最
後
に
「
笹
山
遺
跡
の
残
り
を
自

分
が
生
き
て
い
る
間
に
発
掘
し
て
ほ

し
い
」
と
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

縄文文明は未来へ大きな教訓を与える

－「共生と循環」「ものづくりの精神」－

講演会

梅
原
猛
先
生
が
市
民
６
２
０
人
を
前
に

『
縄
文
文
明
の
意
味
』
を
語
る

十
日
町
市
博
物
館
名
誉
館
長
梅
原
猛
先
生
が
笹
山
遺
跡
出
土
品
国
宝
指
定
１
周

年
記
念
講
演
の
た
め
、
７
月
８
日
g
〜
９
日
a
に
十
日
町
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
梅

原
先
生
に
は
昨
年
の
６
月
７
日
、
笹
山
遺
跡
出
土
品
の
国
宝
指
定
を
機
に
名
誉
館

長
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
任
後
初
め
て
の
博
物
館
訪
問
と
な
る
も
の

で
、
９
年
振
り
の
縄
文
の
華
を
前
に
「
世
界
の
宝
」
と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

８
日
午
後
３
時
か
ら
は
、
市
民
会
館
で
６
２
０
人
の
聴
衆
を
前
に
記
念
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。
翌
９
日
は
笹
山
遺
跡
を
視
察
し
、「
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
遺

産
。
将
来
、
残
り
を
発
掘
し
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

国宝指定
１周年記念

十
日
町
市
博
物
館
名
誉
館
長

梅
原
猛
先
生
が
就
任
後
初
め
て
博
物
館
へ

│
国
宝
火
z
型
土
器
を
「
世
界
の
宝
」
と
絶
賛
│

私
た
ち
は
、
本
の
中
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
に
出
会
い
、
そ
れ
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
々
に
め
ぐ

り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
の
中

に
は
、
不
思
議
な
体
験
、
思
い
が
け

な
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
本
を
読
む

こ
と
で
、
私
た
ち
の
世
界
は
限
り
な

く
豊
か
に
な
り
、
生
き
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
を
学
び
ま
す
。
ま
さ
に
、

本
は
心
の
栄
養
な
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
読
書
離
れ
が
よ
く

話
題
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
全
国
の

読
書
調
査
に
よ
る
と
、
問
題
な
の
は

中
・
高
校
生
の
時
期
で
、
小
学
生
の

読
書
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
で
の
読
書
指
導
や
、
家
庭
で
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
が
見
直
さ
れ
た
結
果

で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
は
、
幼
児
期
か
ら
よ

い
本
と
の
出
会
い
が
あ
れ
ば
、
自
然

と
本
を
読
む
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

で
も
、
家
庭
で
良
質
の
た
く
さ
ん
の

本
を
用
意
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で

す
。
そ
の
点
情
報
館
に
は
１
万
２
千

冊
の
児
童
図
書
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
き
っ
と
子
ど
も
の
興
味
と
読

む
力
に
合
っ
た
本
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

大
人
向
け
の
本
も
そ
れ
以
上
に
充

実
し
て
い
ま
す
。
今
話
題
の
本
、
今

ま
で
読
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
の

び
の
び
に
な
っ
て
い
た
本
。
そ
う
し

た
本
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
館
に
は
、
図
画
工
作
、

科
学
実
験
、
自
然
観

察
な
ど
、
夏
休
み
の

課
題
に
役
立
つ
本
や

ビ
デ
オ
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
計
画
を
立
て

て
休
み
の
前
半
に
選

ん
で
お
け
ば
、
最
後

に
な
っ
て
あ
わ
て
な

い
で
済
み
ま
す
。

暑
い
、
暑
い
夏
休

み
も
、
じ
っ
く
り
本
に
向
か
う
に
は

絶
好
の
機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
親
子
で

情
報
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
は

本
が
大
好
き

夏休みは、親子で情報館へ
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芸術文化のかおるまちづくり事業 

第6回 十日町石彫シンポジウム 
公開制作期間：７月30日(日)～８月20日(日)

会場：総合体育館北側広場 

参加作家：青木三四郎 

岩  田　  実 

岡本参千峯 

平 井 一 嘉 

関連イベント「みんなでつくる彫刻教室」 

■日　時：８月６日(日)　午前９時～午後３時 

■会　場：総合体育館北側広場 

■参加費：無　料 

■申込み：８月３日(木)までに公民館（57－5011）へ 
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会場：総合体育館北側広場 

参加作家：青木三四郎 

岩  田　  実 

岡本参千峯 

平 井 一 嘉 

関連イベント「みんなでつくる彫刻教室」 

■日　時：８月６日(日)　午前９時～午後３時 

■会　場：総合体育館北側広場 

■参加費：無　料 

■申込み：８月３日(木)までに公民館（57－5011）へ 
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国道253号吉田トンネル開通
～上越圏と関東圏を結ぶ重要路線～

音
楽
セ
ラ
ピ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

７
月
８
日
g
に
十
日
町
情
報
館
で
開
か

れ
、
知
的
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
な
ど
１
０

０
人
が
参
加
者
し
ま
し
た
。
十
日
町
市
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
の
主
催
に
よ
る
も
の

で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
認
音
楽
療
法
士
で

あ
る
大
滝
昌
之
先
生
は
、
ギ
タ
ー
や
タ
ン

バ
リ
ン
な
ど
を
使
っ
て
の
楽
し
い
セ
ラ
ピ

ー
の
実
践
や
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

い
つ
も
な
ら
泣
き
出
し
て
し
ま
う
子
ど

も
た
ち
も
、
楽
し
い
リ
ズ
ム
や
軽
妙
な
お

話
に
す
っ
か
り
打
ち
解
け
て
和
や
か
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は

視
聴
覚
ホ
ー
ル
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
出

さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
同
時
に
研
修
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

音楽セラピー・ワークショップ
～音楽を通して知的にハンディを持つ人を支援～

駅
通
り
の
羽
鳥
昭
一
さ
ん
が
、
自
主
制

作
し
た
「
つ
ま
り
野
恋
唄
」
が
７
月
２
日

開
催
の
十
日
町
小
唄
日
本
一
優
勝
大
会
の

ゲ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
羽
爽
（
と
ば
そ
う
）
の
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
作
詞
し
た
曲
に
は
、
「
信
濃
川
が
、
昔

の
洋
々
た
る
流
れ
を
復
活
す
る
こ
と
の
願

い
と
、
地
域
の
宣
伝
の
思
い
が
あ
り
、
３

年
余
り
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
作
曲
は
、
長
岡
市
の
站た

つ

眼め

洋

さ
ん
で
、
歌
は
、
高
橋
幸
子
さ
ん
（
昭
和

町
１
）
が
担
当
。
人
の
耳
に
入
り
や
す
く
、

歌
い
や
す
い
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
の
問
合
せ
は
、
直
接

羽
鳥
さ
ん
ま
で
。
市
観
光
協
会
、
ク
ロ
ス

10
な
ど
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

「つまり野恋唄」自主制作
～駅通りの羽鳥さん～

十
日
町
総
合
高
等
学
校
写
真
部

（
田
邊
千
勝
顧
問
）
の
女
子
３
人
が

７
月
25
日
c
〜
29
日
g
に
北
海
道
上

川
郡
東
川
町
で
開
か
れ
る
第
７
回
全

国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会
「
写

真
甲
子
園
２
０
０
０
」
に
東
部
・
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
２
年
連
続

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
１
７
８
校
が
応
募
。
予
備
審
査
を

通
過
し
た
、
昨
年
よ
り
２
校
多
い
14

校
が
出
場
し
ま
す
。
総
合
高
校
は
、

テ
ー
マ
で
あ
る
「
青
春
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
昨
年
体
育
祭
に
撮
影
し
た

白
黒
写
真
「
輝
い
て
燃
え
た
日
」
と

題
し
た
８
枚
組
み
写
真
で
応
募
し
、

代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
出
場
選
手

は
昨
年
の
優
勝
メ
ン
バ
ー
と
同
じ
、

南
雲
さ
や
か
さ
ん
、村
山
夏
樹
さ
ん
、

山
本
由
夏
さ
ん
の
２
年
生
ト
リ
オ

で
、
３
選
手
と
も
「
目
標
は
連
続
優

勝
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

顧
問
の
田
邊
先
生
は
「
昨
年
は
初

出
場
校
も
多
く
、
運
が
い
い
だ
け
だ

っ
た
。
今
年
は
本
校
を
含
め
半
数
以

上
が
本
大
会
経
験
校
で
、
レ
ベ
ル
の

高
い
戦
い
に
な
る
と
思
う
。
昨
年
と

は
違
っ
た
撮
影
を
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
生
徒
に
は
イ
メ
ー
ジ
づ
く

り
と
三
脚
を
使
う
練
習
を
多
く
さ
せ

た
。
３
日
間
、
楽
し
く
撮
影
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

25
日
に
テ
ー
マ
と
撮
影
場
所
の
発

表
が
あ
り
、
26
日
か
ら
３
日
間
に
わ

た
り
、
腕
を
競
い
合
い
ま
す
。

ま
た
、
村
山
さ
ん
と
南
雲
さ
ん
は

８
月
５
日
g
〜
８
日
c
に
開
催
さ
れ

る
第
24
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
（
静
岡
大
会
）
へ
の
出
場
も
決
ま

っ
て
お
り
、活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

７
月
８
日
g
〜
９
日
a
に
新
井
市
で
行

わ
れ
た
第
３
回
か
ん
ぽ
・
地
区
ト
レ
セ
ン

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
新
潟
県
代
表
選
考
会
）
で
、
岡
村
琢
磨

く
ん
（
水
沢
小
・
写
真
左
上
）
と
野
沢
雄

一
く
ん
（
十
日
町
小
・
写
真
右
上
）
の
６

年
生
２
人
が
県
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

岡
村
く
ん
は
８
月
１
日
c
〜
３
日
e
ま

で
韓
国
に
遠
征
し
、
野
沢
く
ん
は
７
月
24

日
b
〜
27
日
e
ま
で
仙
台
市
で
の
オ
ラ
ン

ダ
人
コ
ー
チ
に
よ
る
東
北
電
力
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
５
年
生
の
県
代
表
に
川
治
小
の

遠
田
隼
人
く
ん
（
写
真
右
下
）
・
鈴
木
郁

弥
く
ん
（
写
真
中
央
下
）
と
津
南
の
高
橋

宏
希
く
ん
の
３
人
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

5人の小学生がサッカーで県代表
～世界を目指しジュニアも活躍～

第
４
回
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
大
会
が

７
月
15
日
g
〜
17
日
b
に
市
陸
上
競
技
場

を
含
む
県
内
６
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
で
の
国
際
大
会
は
４
月
の
日
韓

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

続
く
も
の
で
、
16
日
a
に
２
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
敗
者
戦
は
ベ
レ
ス
・
サ
ル
ス

フ
ィ
エ
ル
ド
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
と
富
山

県
高
校
選
抜
、
準
決
勝
は
高
校
№
１
の
市

立
船
橋
高
校
と
Ｕ
│
17
ユ
ー
ス
韓
国
選
抜

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
１
、
２
０
０
人
の
観

衆
は
、
世
界
の
サ
ッ
カ
ー
を
目
指
す
少
年

た
ち
の
熱
戦
に
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
Ｗ
杯
公
認
キ
ャ
ン
プ
地
誘

致
を
目
指
す
当
市
で
は
、
今
後
も
精
力
的

に
誘
致
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

海外、国内の最強チームの熱き戦い
～国際ユースサッカー IN新潟～

左から村山、南雲、山本さん

「輝いて燃えた日」８枚組みの１枚

写真甲子園に十日町総合高校が２年連続出場
～２年生女子トリオに大きな期待～

このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

含
め
た
前
後
の
総
事
業
費
は
57
億
９

千
万
円
、
10
年
の
年
月
を
要
し
て
完

成
ま
し
た
。
上
越
圏
と
関
東
圏
を
結

ぶ
重
要
路
線
と
し
て
、
益
々
地
域
交

流
が
深
ま
り
、
特
に
冬
場
は
人
も
車

も
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

吉
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
真
下

を
樽
沢
に
向
け
て
掘
り
進
め
て
き
た

一
般
国
道
２
５
３
号
の
「
吉
田
ト
ン

ネ
ル
」
が
完
成
し
、
「
大
地
の
芸
術

祭
」
開
幕
前
日
の
７
月
19
日
d
に
開

通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル

西
口
で
関
係
者
、
地
域
住
民
、
子
ど

も
た
ち
な
ど
１
８
０
人
が
出
席
し

て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り

を
し
た
あ
と
、
ト
ン
ネ
ル
の
通
り
始

め
を
行
い
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
路
は
長

さ
９
８
０
ｍ
、
幅
９
・
25
ｍ
の
ト
ン

ネ
ル
に
変
わ
り
、
片
側
に
は
１
・
５

ｍ
の
歩
道
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
平

成
３
年
度
に
着
工
し
、
ト
ン
ネ
ル
を
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新
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

で
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
親
子
の
参
加

大
歓
迎
■
日
時
＝
７
月
29
日
g
・
８

月
５
日
g
・
８
日
c
・
22
日
c
・
９

月
２
日
g
の
計
５
回
、
午
後
７
時
30

分
〜
９
時
30
分
■
会
場
＝
総
合
体
育

館
■
参
加
費
＝
３
千
円
（
保
険
料
・

道
具
代
ほ
か
）
■
申
込
み
＝
福
原

（
1
０
９
０
│
２
５
６
│
５
５
１
９

３
）
へ
。
※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

夜
の
山
道
10
d
を
、
親
子
で
歩
き

ま
せ
ん
か
。
■
期
日
＝
８
月
11
日
f

午
後
６
時
15
分
〜
10
時
（
受
付
５
時

30
分
〜
雨
天
決
行
、
豪
雨
の
場
合
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
映
写
会
）
■
コ

ー
ス
＝
吉
田
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
発
着
、
薬
師
林
道
、
山
谷
林

道
経
由
■
参
加
費
＝
当
日
徴
収
一
人

３
百
円
■
申
込
み
＝
８
月
４
日
f
ま

で
に
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
に
申
込
書

を
提
出
。
用
紙
は
同
セ
ン
タ
ー
に
配

置
■
問
合
せ
＝
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

（
1
57
│
８
９
１
８
）
へ
。

夏
本
番
を
迎
え
、
７
月
22
日
g
に

市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
■
入
場
料
＝
幼
児
（
３
歳
以
上
）

50
円
、
小
・
中
学
生
百
円
、
高
校

生
・
一
般
２
百
円
■
閉
館
日
＝
毎
週

火
曜
日
※
た
だ
し
８
月
15
日
は
開
設

■
問
合
せ
＝
市
民
プ
ー
ル
（
1
52
│

０
７
３
７
）
ま
た
は
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）
へ
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
日
本
リ
ー

グ
１
部
で
活
躍
中
の
チ
ー
ム
が
公
開

練
習
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
８
月

４
日
f
午
後
１
時
〜
４
時
■
場
所
＝

十
日
町
高
等
学
校
西
体
育
館
■
入
場

料
＝
無
料
■
申
込
み
＝
不
要

▼
８
月
31
日
e
ま
で
▼
湯
沢
町
歴
史
民
俗
資
料
館
▼
越
後
湯
沢
駅
か
ら
徒

歩
７
分
▼
川
端
康
成
の
「
雪
国
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
駒
子
の
モ
デ
ル
松
栄
の
秘

蔵
ア
ル
バ
ム
を
初
公
開
▼
大
人
３
百
円
、
小
中
学
生
百
50
円
（
団
体
割
引

あ
り
）
▼
湯
沢
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
1
０
２
５
７
│
84
│
３
９
６
５
）

▼
実
施
期
間
＝
９
月
10
日
a
ま
で
▼
参
加
方
法
＝
ス
タ
ン
プ
設
置
箇
所

（
市
内
は
博
物
館
（
入
館
者
を
対
象
）
・
ク
ロ
ス
10
・
き
も
の
絵
巻
館
・

古
布
と
手
織
と
き
も
の
H

苑
工
房
・
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
）
で
チ
ラ
シ

を
手
に
入
れ
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
５
個
・
７

個
・
10
個
で
応
募
で
き
ま
す
▼
賞
品
＝
ス
タ
ン
プ
５
個：

沿
線
市
町
村
の

特
産
品
36
名
。
７
個：

バ
ン
ダ
イ
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
５
名
。
10
個：

沿
線

市
町
村
宿
泊
施
設
ペ
ア
宿
券

（
２
万
円
相
当
）：

５
組
10

名
▼
問
合
せ
＝
ほ
く
ほ
く
線

沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会

事
務
局
（
十
日
町
市
商
工
観

光
課
1
57
│
３
１
１
１
内
線

２
６
２
）

マイレールほくほく線

ゴ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線

８
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

100

二輪車の安全な乗り方を身に
つけましょう。

二輪車は、購入費、維持費等が安いとい
う経済的効果のほかに、狭い道でも通行で
きる、駐車スペースが小さくて済むなど、
とても便利な乗り物です。反面、身体を露
出しているため、交通事故による死傷の度
合いが高くなります。
二輪車を運転するときは、その特性を認
識して安全運転に努めましょう。

8月の交通安全キャンペーン

５月から交通死亡事故が連続して発生し現
在３名の尊い命が失われています。このた
め、交通死亡事故の発生を抑止するために
緊急対策を実施しています。市民の皆さん
も、今一度、家族みんなで交通安全につい
て話し合い、一人ひとりが交通事故の防止
に努めましょう。

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

12年 17(121） 18(139） 1（3） 38(315）

11年 11(115） 31(148） 0（1） 52(330）

６月の交通事故発生状況　　　（ ）内は1月からの累計

８
月
の
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
現
在
「
大
好
き
十
日
町

会
東
京
支
部
」
の
役
員
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ご
縁
と
い
う
の
が
、
た
ま
た
ま
お
盆
で
、
家
族

と
田
舎
に
里
帰
り
を
し
た
と
き
に
、
市
役
所
勤

め
を
し
て
い
る
兄
か
ら「
ね
ら
ど
こ
ん
し
ょ
が
、

大
好
き
十
日
町
会
に
へ
ぇ
え
る
と
、
え
え
あ
ん

だ
が
な
ぁ
…
ね
ら
が
い
る
東
京
の
銀
座
に
そ

う
、
十
日
町
会
の
事
務
所
が
あ
る
ん
だ
ん
が
、

そ
こ
に
樋
口
さ
ん
て
っ
て
そ
ぅ
、
お
も
し
れ
ぇ

所
長
が
い
る
ん
だ
ん
が
、
ね
ら
け
っ
た
ら
そ
こ

へ
い
っ
て
み
れ
」
と
話
が
あ
り
、
早
々
に
樋
口

所
長
に
お
会
い
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

銀
座
の
東
京
事
務
所
で
は
、
樋
口
所
長
・
村

山
支
部
長
以
下
役
員
で
、
大
好
き
十
日
町
会
を

ど
の
よ
う
に
盛
り
上
げ
て
い
く
か
、
常
に
前
向

き
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
度
に
方
言
を
聞

き
、
ふ
る
さ
と
十
日
町
を
身
近
に
感
じ
、
明
日

へ
の
活
力
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
東
京
事
務
所
が
な
く
な
る
よ
う
な
う

わ
さ
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ど
う
か
ご
勘
弁
し

て
く
だ
さ
い
。
東
京
に
い
る
私
た
ち
が
気
楽
に

立
ち
寄
れ
る
最
高
の
場
所
で
す
。
東
京
事
務
所

の
企
画
提
案
で
も
あ
る
７
月
29
日
〜
30
日
の

「
大
地
の
芸
術
祭
」
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
十
日

町
市
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
９
年
、
年
末
か
ら
の
大
型
倒
産
や
金
融

不
安
な
ど
深
刻
な
不
況
に
な
っ
て
か
ら
、
極
端

に
情
報
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
情
報
網
を
広

げ
る
意
味
合
い
も
こ
め
て
、
昨
年
、
十
日
町
市

出
身
者
を
中
心
に
「
東
京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら

ぶ
」、「
東
京
十
日
町
会
実
業
ク
ラ
ブ
」
お
よ
び

「
大
好
き
十
日
町
会
東
京
支
部
」
の
３
つ
の
会

を
発
足
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
会
に
ご
参
集
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

は
、
郷
里
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ

に
「
何
を
し
て
く
れ
る
か
」
で
な
く
、
大
好
き

十
日
町
会
の
よ
う
に
と
も
に
「
何
が
可
能
か
」

と
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
人
が
郷
里
に
増
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
好
き
十
日
町
会
東
京
支
部
が

６
月
７
日
の
例
会
に
お
い
て
、
「
大
地
の
芸
術

祭
」
ツ
ア
ー
を
７
月
29
日
g
〜
30
日
a
に
実
施

す
る
こ
と
を
決
め
、
首
都
圏
の
会
員
を
中
心
に

ツ
ア
ー
の
募
集
を
し
ま
し
た
。
お
盆
や
同
級
会

に
帰
省
す
る
と
き
見
学
し
た
い
人
が
多
か
っ
た

せ
い
か
、
参
加
者
は
20
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
地
元
の
大
好
き
十
日
町
会
で
会
場
案
内
や

懇
親
交
流
会
な
ど
を
企
画
し
て
く
だ
さ
る
の
で

大
変
期
待
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

千葉県松戸市秋山215-5（三ツ山出身・42歳）

大　津　　 正 さん 故郷 ふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさと
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東
京
事
務
所

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
の
10
の
12

銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
５
階

1
03-

３
５
４
６-
７
２
３
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

〒104-0061７
月
29
日
〜
30
日

「
大
地
の
芸
術
祭
」
ツ
ア
ー

６月末に来市されたコモ市親善使節団メンバーは、

市内を回るたびに目に付く「2002年FIFAワールドカ

ップサッカー公認キャンプ地を十日町に！」というの

ぼり旗を興味深くご覧になっていました。

2002年の本大会に向けて、ヨーロッパ、南米、オ

セアニア､アフリカ、中北米、アジアの各地区で予選

会が繰り広げられます。

ヨーロッパでは前回大会優勝国フランスの出場はす

でに確定していますが、地区予選ではその他50チー

ムが９グループに分かれ、リーグ戦を行いグループ１

位の９チームが出場権を得ます。さらに各グループ２

位にアジアの３位を加えた計10チームが、２チーム

づつホームアンドアウェー方式によるプレーオフを行

い、それぞれの勝者が本大会に出場することになります。

イタリアはグループ８で、対戦相手はルーマニア、リ

トアニア、ハンガリー、グルジアです。強豪ルーマニア

に勝てば間違いなく決勝大会進出となりそうです。

今回の使節団にイタリアサッカー協会評議員のカル

ロ・タヴェッキオ氏から参加いただいたことで、イタリ

ア代表チーム誘致の話合いも実現しました。ベルナティ

オに宿泊されたほか、総合体育館などの市の主要な施設

を熱心に見ていかれました。イタリアの本大会進出、そ

して公認キャンプ地として十日町が選ばれることを心か

ら待ち望みましょう。 （姉妹都市協力員　当重茜さん）

サッカー2002年Ｗ杯公認キャンプ地を十日町に

交通死亡事故抑止緊急対策実施中
期間　6月30日F～7月31日B

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

体
験
教
室

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

夜
間
ふ
く
ろ
う
ウ
ォ
ー
ク

〈
雪
国
特
別
展
「
駒
子
展
」
開
催
中
〉

〈
ほ
く
ほ
く
線
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
中
〉

ベルナティオの芝グラウンドを視察するコモ市親善使節団

ボ
ッ
シ
ュ
・
ブ
ル
ー

ウ
イ
ン
ズ
公
開
練
習
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住
宅（
新
発
田
市
）マ
リ
ン
ピ
ア
日
本

海
（
新
潟
市
）
■
募
集
人
員
＝
親
子

20
組（
小
学
生
お
よ
び
保
護
者
40
人
、

申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
■
参
加

費
＝
親
子
一
組
あ
た
り
３
千
円
■
問

合
せ
・
申
込
み
＝
８
月
７
日
b
ま
で

に
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1

52
│
３
１
０
７
）
へ
電
話
申
込
み
。

県
が
当
地
域
を
対
象
に
再
策
定
し

た
「
特
定
中
小
企
業
集
積
の
活
性
化

に
関
す
る
計
画
」
の
説
明
と
講
演
会

を
行
い
ま
す
。
計
画
は
地
域
が
培
っ

て
き
た
和
装
の
技
術
を
生
か
し
、
現

代
の
生
活
に
マ
ッ
チ
し
た
新
分
野
を

切
り
拓
く
試
み
を
支
援
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
■
日
時
＝
８
月
９

日
d
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
■

会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
入
場
料
＝
無
料

■
演
題
＝
染
め
と
織
り
の
新
た
な
提

案
を
目
指
し
て
■
講
師
＝
富
山
弘
基

氏
■
問
合
せ
＝
商
工
観
光
課
商
工
労

政
係
（
内
線
２
６
４
）
へ
。

■
採
用
職
種
＝
①
時
給
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
若
干
名
②
入
浴
車
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
兼
入
浴
介
護
ス
タ
ッ
フ
（
日
給
臨

時
職
員
）
若
干
名
■
受
験
資
格
＝
①

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
以
上
の
研
修

修
了
者
②
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
有
資
格

者
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
所
持

者
■
任
用
期
間
＝
①
原
則
単
年
度
任

用
、
た
だ
し
60
歳
ま
で
更
新
可
能
②

来
年
３
月
末
ま
で
、
た
だ
し
採
用
試

験
に
よ
る
正
職
員
の
可
能
性
有
り
■

給
与
＝
①
家
事
援
助
９
４
０
円
／

時
、
折
衷
型
１
、
１
８
０
円
／
時
、

身
体
介
護
１
、
４
１
０
円
／
時
（
月

平
均
実
績
７
万
円
程
度
）
②
６
、
５

０
０
円
／
日
■
そ
の
他
＝
①
自
家
用

車
で
仕
事
先
に
移
動
で
き
る
こ
と
②

入
浴
車
の
運
転
・
ボ
イ
ラ
操
作
と
入

浴
介
助
、
訪
問
介
護
で
の
入
浴
介
助

が
主
要
業
務
■
採
用
日
＝
随
時
■
選

考
方
法
＝
随
時
書
類
審
査
と
面
接
を

実
施
■
問
合
せ
・
申
込
み
＝
申
込
書

類
を
社
会
福
祉
法
人
十
日
町
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
〒
９
４
８
│
０
０
８

５
西
寺
町
1
50
│
５
０
１
０
）
に
提

出
。
申
込
書
類
は
同
事
務
局
に
配
置

有
資
格
者
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
社

会
福
祉
施
設
・
医
療
機
関
等
に
勤
務

し
て
い
な
い
人
を
登
録
し
、
情
報
提

供
や
研
修
に
よ
っ
て
人
材
活
用
や
資

質
向
上
を
目
指
す
登
録
制
度
を
行
っ

て
い
ま
す
。
■
登
録
資
格
＝
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福

祉
士
、看
護
婦（
士
）、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
保
育
士
、
保
健
婦

（
士
）
、
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
な
ど

■
内
容
＝
①
登
録
者
の
相
談
に
の
り

ま
す
②
登
録
名
簿
を
社
会
福
祉
施

設
・
医
療
機
関
等
に
情
報
提
供
し
ま

す
③
登
録
者
に
研
修
会
等
の
案
内
を

し
ま
す
■
登
録
方
法
＝
登
録
や
変

更
・
訂
正
は
本
人
の
申
し
出
に
な
り

ま
す
■
問
合
せ
・
登
録
受
付
＝
社
会

福
祉
法
人
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
。

平
成
13
年
４
月
採
用
職
員
を
募
集

中
■
採
用
職
種
＝
①
介
護
職
員
２
人

（
正
職
員
）
②
介
護
職
員
１
人
（
臨
時

職
員
）
■
給
与
＝
（
12
年
４
月
現
在
）

①
１
４
８
、
７
０
０
円
②
６
、
１
０

０
円
／
日
■
受
験
資
格
＝
①
昭
和
50

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
短
期

大
学
・
専
門
学
校
以
上
の
卒
業
者（
来

春
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
②
30
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高
等
学
校

卒
業
者
■
採
用
試
験
（
１
次
）＝
期

日：

９
月
17
日
a
、
会
場：

下
条
地

区
公
民
館
、
科
目：

教
養
試
験
・
適

性
検
査
・
作
文
■
必
要
書
類
＝
●
採

用
試
験
申
込
書（
三
好
園
に
配
置
）●

最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
卒

業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の
）
●

来
春
卒
業
見
込
者
は
卒
業
見
込
書
●

返
信
用
切
手
（
80
円
×
２
枚
）
■
問

合
せ
・
申
込
み
＝
８
月
25
日
f
ま
で

の
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分
に
必
要
書
類
を
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
三
好
園
総
務
課
総
務
係
（
〒

９
４
９
│
８
６
０
３
市
内
下
条
中
央

通
り
1
56
│
２
１
０
６
）
に
提
出

（
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
）

■
採
用
職
種
＝
①
看
護
職
員
３
人
②

介
護
職
員（
臨
時
）３
人
③
理
学
療
法

士
ま
た
は
作
業
療
法
士
２
人
■
応
募

資
格
＝
①
正
看
護
婦
（
士
）
ま
た
は

准
看
護
婦
（
士
）
の
資
格
所
有
者
②

50
歳
位
ま
で
の
人
③
理
学
療
法
士
ま

た
は
作
業
療
法
士
の
資
格
所
有
者
※

①
③
と
も
来
春
の
資
格
取
得
見
込
者

含
む
■
採
用
日
＝
随
時
■
勤
務
条

件
＝
実
労
働
８
時
間
①
夜
勤
あ
り
、

非
常
勤
も
可
②
夜
勤
あ
り
、
期
間
変

更
・
正
職
員
登
用
あ
り
③
非
常
勤
も

可
※
常
勤
の
場
合
月
平
均
労
働
日
は

約
20
日
■
必
要
書
類
＝
履
歴
書
お
よ

び
資
格
証
明
書
■
選
考
方
法
＝
面
接

を
随
時
実
施
■
問
合
せ
・
申
込
み
＝

必
要
書
類
を
介
護
老
人
保
健
施
設
希

望
の
里
松
涛
園
事
務
課
（
〒
９
４
２

│
１
３
４
２
松
之
山
町
大
字
浦
田
２

９
５
５
│
１
1
０
２
５
５
９
│
６
│

３
０
１
５
）
へ
提
出

■
活
動
＝
年
間
２
〜
３
回
開
催
す
る

委
員
会
に
お
い
て
①
行
政
改
革
大
綱

の
策
定
に
関
す
る
必
要
な
調
査
、
検

討
お
よ
び
意
見
陳
述
②
大
綱
に
定
め

ら
れ
た
事
項
を
推
進
す
る
た
め
の
助

言
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
■
募

集
人
員
＝
20
歳
以
上
の
市
民
３
人

（
市
職
員
・
市
議
会
議
員
を
除
く
）

■
申
込
み
＝
作
文
（
「
私
の
考
え
る

行
政
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
８
百
字
以

内
）
に
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
８
月
15

日
c
ま
で
に
企
画
人
事
課
人
事
秘
書

係
に
提
出
。
（
郵
送
の
場
合
当
日
消

印
有
効
）
■
問
合
せ
＝
企
画
人
事
課

人
事
秘
書
係
（
内
線
２
１
１
）
へ
。

■
物
件
＝
黒
沢
市
営
住
宅
１
戸
（
昭

和
47
年
度
建
設
、簡
易
耐
火
２
階
建
）

国
の
特
例
対
策
の
た
め
、
４
月
か

ら
９
月
ま
で
保
険
料
の
負
担
が
な
か

っ
た
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保

険
者
）
の
保
険
料
の
徴
収
が
10
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

徴
収
の
方
法
は
、
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
市
役

所
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
や
、
口
座

振
替
で
納
め
て
も
ら
う「
普
通
徴
収
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

今
年
の
保
険
料
額
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
特
別
徴
収
者
は
３
回
に
分

け
て
、
普
通
徴
収
者
は
５
回
に
分
け

て
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
額
は
、
８

月
下
旬
に
納
入
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
被
保
険

者
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険

料
も
そ
の
月
か
ら
か
か
り
ま
す
。

65
歳
に
な
っ
た
人
は
、
翌
年
度
の

９
月
ま
で
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
の

で
、
納
付
書
が
届
い
た
ら
忘
れ
ず
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

大
道
芸
や
お
楽
し
み
抽
選
会
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も
向
け
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ゆ
か
た

で
来
場
の
方
に
は
特
別
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
者
募
集
中
■
日
時
＝
７
月
29
日
g

午
後
６
時
30
分
〜
10
時
■
会
場
＝
コ

モ
通
り
（
高
田
町
１
丁
目
・
歩
行
者

天
国
）
■
出
店
申
込
み
・
問
合
せ
＝

か
み
つ
ね
（
1
52
│
２
２
９
２
）
へ
。

み
ん
な
で
環
境
保
全
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
夏
休
み
の
体
験
学
習
に

も
最
適
で
す
。
■
日
時
＝
８
月
６
日

a
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
■
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
■
内
容
＝
十
日
町
市
環
境

基
本
計
画
等
の
紹
介
、
こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
紹
介
、
環
境
に
や
さ
し
い
文

具
の
展
示
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ

イ
ク
ル
製
品
・
処
理
工
程
展
示
、
竹

炭
・
牛
乳
パ
ッ
ク
の
紙
す
き
、
廃
油

石
け
ん
の
展
示
、
リ
サ
イ
ク
ル
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
■
入
場
料
＝
無
料
■

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
７
）
へ
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
世
界
で
活
躍
す

る
韓
国
・
香
港
の
作
家
と
県
内
版
画

家
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

■
会
期
＝
８
月
12
日
g
〜
14
日
b
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
■
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
■
入
場
料
＝
無
料
■
問
合
せ
＝

尾
身
伝
吉
（
1
57
│
０
３
１
６
）
へ
。

■
日
時
＝
８
月
６
日
a
午
前
７
時
〜

午
後
７
時
40
分
（
集
合
午
前
６
時
40

分
）
■
集
合
場
所
＝
十
日
町
市
公
民

館
前
■
目
的
地
＝
目
黒
雅
叙
園
美
術

館
（
東
京
都
）、
根
津
美
術
館
（
東
京

都
）
■
会
費
＝
１
万
２
千
円
（
昼
食

代
含
む
、
当
日
受
付
に
て
徴
収
）
■

交
通
＝
デ
ラ
ッ
ク
ス
大
型
バ
ス
（
バ

ス
ガ
イ
ド
付
き
）
■
定
員
＝
先
着
90

人
■
主
催
＝
十
日
町
市
芸
術
協
会
■

申
込
み
＝
は
が
き
（
１
枚
に
１
人
記

載
）
に
「
第
10
回
美
術
館
鑑
賞
ツ
ア

ー
」
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

７
月
31
日
b
必
着
で
信
栄
観
光
（
〒

９
４
８
│
０
０
６
１
市
内
昭
和
町

１
）
へ
郵
送
■
問
合
せ
＝
十
日
町
公

民
館
ま
た
は
信
栄
観
光
（
1
52
│
７

０
８
８
）
へ
。

お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
。子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
８
月
３
日
e
・
17
日
e
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■
会
場
＝

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
１
）
へ
。

尾
身
姓
（
旧
姓
の
人
も
含
む
）
の

皆
さ
ん
、
懐
か
し
い
校
庭
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
■
日

時
＝
８
月
13
日
a
午
後
３
時
〜
６
時

■
会
場
＝
真
田
小
学
校
校
庭
■
会

費
＝
５
千
円
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝

８
月
５
日
g
ま
で
に
尾
身
一
郎
（
1

57
│
０
６
２
０
）
へ
。

東
北
電
力
で
は
親
子
を
対
象
と
し

た
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
■

日
時
＝
８
月
10
日
e
午
前
８
時
〜
午

後
６
時
■
見
学
先
＝
東
新
潟
火
力
発

電
所（
聖
籠
町
）オ
ー
ル
電
化
モ
デ
ル

保
険
料
の

徴
収
が
始
ま
り
ま
す

保険料表（平成12年度分年額） 

期別保険料表（平成12年度分） 

１段階 

２段階 

３段階 

４段階 

５段階 

住民税世帯非課税の老 
齢福祉年金受給者など 

住民税世帯非課税者 

住民税非課税者 

住民税課税者 
（所得が250万円未満） 

住民税課税者 
（所得が250万円以上） 

4,200円 

6,300円 

8,400円 

10,500円 

12,600円 

特別徴収 
普通徴収 

初回（10月） 2回目以降 

１段階 

２段階 

３段階 

４段階 

５段階 

1,400円 

2,100円 

2,800円 

3,500円 

4,200円 

1,000円 

1,500円 

2,000円 

2,100円 

2,600円 

800円 

1,200円 

1,600円 

2,100円 

2,500円 

保
険
料
額
は

65
歳
に
な
っ
た
ら

ガイド
催し

第
９
回
ゆ
か
た
で
お
い
で
よ

コ
モ
通
り
夏
ま
つ
り

十
日
町
市
環
境
フ
ェ
ア

ア
ジ
ア
版
画
交
流

２
０
０
０

美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー

お
も
ち
ゃ
図
書
館

尾
身
サ
ミ
ッ
ト
in
鉢

夏
休
み
親
子
施
設
見
学
会

十
日
町
地
域
産
業
集
積

活
性
化
計
画
講
演
会

募集十
日
町
市
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
募
集

あ
な
た
も
福
祉
保
健
医
療
の

有
資
格
者
登
録
を
し
ま
せ
ん
か

十
日
町
寿
福
祉
会

三
好
園
職
員
募
集

介
護
老
人
保
健
施
設

松
涛
園
職
員
募
集

十
日
町
市

行
政
改
革
推
進
委
員
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

（福）

（福）
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■
間
取
り
＝
６
帖
１
室
、
４
・
５
帖

１
室
、
Ｄ
Ｋ
■
家
賃
＝
１
１
、
４
０

０
円
〜
２
５
、
１
０
０
円
■
入
居
可

能
日
＝
９
月
１
日
f
■
募
集
期
間
＝

７
月
25
日
c
〜
８
月
11
日
f
■
問
合

せ
・
申
込
み
＝
建
設
課
建
築
住
宅
係

（
内
線
２
７
４
）
へ
。
※
入
居
資
格

等
申
込
条
件
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
研
修
■

対
象
＝
訪
問
介
護
事
業
所
へ
の
就
労

を
希
望
す
る
市
民
、
原
則
と
し
て
求

職
中
の
人
■
日
程
＝
10
月
３
日
c
・

４
日
d
・
５
日
e
・
10
日
c
・
11
日

d
・
12
日
e
・
23
日
b
・
24
日
c
・

25
日
d
、
11
月
14
日
c
・
15
日
d
・

16
日
e
・
20
日
b
・
21
日
c
、
12
月

５
日
c
・
６
日
d
の
計
16
回
い
ず
れ

も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
■
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
■
受
講
料
＝
６
千
８
百
円

（
教
材
代
）■
定
員
＝
50
人
、
申
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
■
申
込
み
＝
８
月

21
日
b
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
を
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
課
「
十
日
町
会
場
」
係
（
〒

９
５
０
│
８
５
７
５
新
潟
市
上
所
２

│
２
│
２
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
内
）

へ
郵
送
。
※
往
信
は
が
き
裏
に
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
職
業
の
有
無
を
記
載
。
返

信
は
が
き
表
に
希
望
者
の
住
所
・
氏

名
を
記
載
（
申
込
み
は
一
人
１
通
）

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
８
月

11
日
f
か
ら
市
内
の
各
郵
便
局
で
始

ま
り
ま
す
。
該
当
者
（
代
理
人
可
）
は

次
の
も
の
を
持
参
し
受
領
し
て
く
だ

さ
い
。
■
持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑

②
国
民
年
金
証
書
③
福
祉
年
金
定
時

申
立
書
（
８
月
２
日
d
に
本
人
宛
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
き
て
く
だ
さ
い
）
■
受
領
方

法
＝
年
金
受
領
後
、
係
員
に
国
民
年

金
証
書
と
福
祉
年
金
定
時
申
立
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
都
合
の

つ
か
な
い
人
は
８
月
18
日
f
ま
で
に

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活

課
国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）
へ
。

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
「
現
況
届
」
を
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
「
所

得
状
況
届
」
を
８
月
11
日
f
か
ら
９

月
11
日
b
ま
で
に
証
書
・
印
鑑
等
を

持
参
し
、
本
人
が
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
届
け
な
い
と
８
月
以
降
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。■
届
出
先
・
問
合
せ
＝
児
童
扶
養

手
当
は
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
健
康
福
祉
課

障
害
援
護
係
（
内
線
１
３
３
）
へ
。

■
日
時
＝
８
月
８
日
c
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分
■
会
場
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
■
医
師
＝
江
口
医
師
（
江
口
医

院
）
■
申
込
み
＝
健
康
福
祉
課
健
康

増
進
係（
内
線
１
４
４
）ま
た
は
十
日

町
保
健
所
（
1
57
│
２
４
０
０
）
へ
。

市
で
は
ご
み
の
減
量
を
図
る
た
め

登
録
店
か
ら
「
家
庭
用
生
ご
み
処
理

容
器
」
を
購
入
し
た
場
合
、
次
の
金

額
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
■
補
助
金
額
＝
①
１
万
円

ま
で
の
も
の
は
50
％
補
助
（
補
助
限

度
額
３
千
円
）
②
１
万
円
を
越
え
る

も
の
は
30
％
補
助
（
補
助
限
度
額
１

万
５
千
円
）
■
対
象
期
間
＝
９
月
30

日
g
ま
で
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
７
）
へ
。

十
日
町
保
健
所
前
に
あ
る
塚
原
橋

の
架
け
替
え
工
事
が
完
了
し
、
車
両

通
行
が
再
開
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
皆
様
の
協
力
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
■
開
通
日
時
＝
８
月
１
日
c
正

午
（
午
前
10
時
〜
開
通
式
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
■
総

合
体
育
館
＝
１
日
c
・
15
日
c
・
29

日
c
■
博
物
館
＝
７
日
b
・
21
日

b
・
28
日
b
■
情
報
館
＝
７
日
b
・

21
日
b
・
28
日
b
・
31
日
e
■
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜
日

警
察
で
は
行
方
不
明
者
の
所
在
確

認
調
査
や
、
全
国
で
亡
く
な
っ
た
身

元
不
明
者
の
情
報
を
提
供
す
る
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
■
巡
回
相
談
＝

▼
８
月
７
日
b
午
前
９
時
〜
午
後
５

時：

長
岡
警
察
署
（
1
０
２
５
８
│

38
│
０
１
１
０
）
■
特
別
相
談
所
＝

８
月
の
１
か
月
間
、
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
ま
で
新
潟
県
警
察
本
部

鑑
識
課
（
県
庁
隣
り
1
０
２
５
│
２

８
５
│
０
１
１
０
）
で
開
設
。

管
内
図
作
成
の
た
め
、
８
月
１
日

c
か
ら
12
月
28
日
e
ま
で
、
市
内
全

域
で
土
地
へ
の
立
入
り
を
行
い
ま

す
。
立
ち
入
る
者
は
建
設
課
職
員
お

よ
び
測
量
業
者
（
市
発
行
の
身
分
証

明
書
持
参
）
で
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
建
設
課
都

市
計
画
係
（
内
線
２
５
３
）
へ
。

■
期
日
＝
①
８
月
４
日
f
②
６
日
a

■
受
付
＝
①
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
②
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
■

会
場
＝
①
下
条
地
区
公
民
館
②
ラ
イ

オ
ン
堂
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
（
内
線
１
４
１
）
へ
。

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
■
期

日
＝
８
月
４
日
f
■
会
場
＝
下
条
地

区
公
民
館
■
問
合
せ
・
申
込
み
＝
健

康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

■
訂
正
と
お
詫
び

７
月
10
日
号
７
ペ
ー
ジ
の
平
成
12

年
度
水
道
事
業
予
算（
円
グ
ラ
フ
内
）

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は
、

支
払
利
息
１
５
、
８
６
４
万
円

（
26
％
）、
減
価
償
却
費
１
４
、
５
８

４
万
円
（
23
％
）
、
そ
の
他
６
、
９

９
４
万
円
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
し

ま
す
。

むし歯のないよい歯の子
６月の３歳児健診を受けた子34人

よい歯の子 住 所　　保護者

西本町１

小泉１

水沢２

下条本町

旭ヶ丘

高田町３西

水野町

新座１

高島１

城之古１

妻有東１

大黒沢３

田川町３

新宮１

稲荷町４

谷内丑１

中条中町

弥 生

正 明

昭 一

一 行

俊 行

好 広

信 一

美世子

隆

俊 也

陽 子

幸 男

覚

一 郎

伴 隆

正 昭

昭

村 山 賢 人

林 　 昂
こう

平
へい

湯 澤 俊 哉

小宮山冬花

小 林 　 秀
しゅう

松 井 毬
まり

恵
え

黒 島 彩
あや

音
ね

中 島 和 也

野 上 未 希

小 林 博
ひろ

人
と

齋 藤 　 悠

井 口 菜 穂

庭 野 恭 輔

宮 沢 佑
ゆ

花
か

横尾美優紀

春 日 薫
ゆき

穂
ほ

樋口実乃里

８月の乳幼児健康診査と休日救急医　　　 健康福祉課 157-3111

乳幼児健康診査 会場
保健センター

q１歳６か月児、３歳児健診は歯科検診あり。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

休　日　救　急　医

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

17日
e

午後１時
～１時45分

９年２月
生まれの幼児

１歳６か月児
健 診

24日
e

午後１時
～１時45分

11年２月
生まれの幼児

４か月児健診
30日
d

午後１時
～１時30分

12年４月
生まれの幼児

２歳６か月児
身 体 測 定

今月はお休みです。

10 か 月 児
身 体 測 定

30日
d

午前９時15分
～10時

11年10月
生まれの幼児

〔

期日 医療機関名 所在地 電話番号

６日A 冨 田 医 院 神明町 52-3269

13日A た か き 医 院 土市５ 58-2361

本町クリニック 本町３ 50-1160

小林内科医院 中町 52-715527日A

〔

8 月 の 相 談 日

◎高齢者職業相談
毎週月～金曜日

午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
11日F

午前10時～午後３時

会場：市民相談室

◎法律相談
電話で市民生活課へ要予約

10日E

大塚　勝 弁護士

24日E

佐藤伍一郎 弁護士
午後１時30分～午後４時
会場：市民相談室

◎健康相談　保健婦による相談
期日 会　　　場 時　　　間 

保　健　セ　ン　タ　ー 

川 治 地 区 公 民 館  

北 和 会 館  

就 業 改 善 セ ン タ ー  

山 谷 集 会 所  

飛 渡 地 区 公 民 館  

羽 根 川 荘  

水 沢 地 区 公 民 館  

平 成 園  

中 条 地 区 公 民 館  

北 原 集 落 セ ン タ ー  

下 条 地 区 公 民 館  

上 新 田 公 民 館  

午前９時～11時30分 

午後１時30分～４時 

午前９時～11時30分 

午後１時30分～４時 

午前９時30分～11時30分 

午前９時～11時30分 

午前９時～11時30分 

午後１時30分～４時 

午前９時～11時30分 

午後１時30分～４時 

午前９時～11時30分 

午後１時30分～４時 

午前９時～11時30分 

18日F

25日F

17日E

８日C

7・14・21 
28日B

※健康手帳のある人はご持参ください。

20日A

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

年金
８
月
11
日
F
は

老
齢
福
祉
年
金
支
払
日

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
届
を
忘
れ
ず
に

交通

市
道
高
山
城
之
古
線

塚

原

橋

開

通

講座
12
年
度
訪
問
介
護
員

養
成
研
修
（
２
級
課
程
）

環境
生
ご
み
処
理
容
器

購
入
補
助
事
業

その他
行
方
不
明
者
を
探
す

相
談
所
開
設

８
月
の
休
館
日

保健
福祉

心
の
健
康
相
談

8月の
献血

全
血
献
血

成
分
献
血

土
地
へ
の
立
入
り
に
ご
協
力
を
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市の花

「山つつじ」

市の木

「きり」

■発行/十日町市役所 〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
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十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

今
年
度
、
生
徒
会
は
「
つ
く
ろ

う
！
み
ん
な
の
笑
顔
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
学
校
の
目
標
で
あ
る
「
あ
け

び
お
」
（
あ
い
さ
つ
・
け
じ
め
・
美

化
・
思
い
や
り
）
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
５
・
６
月
の
目
標
は

「
鉛
筆
カ
リ
カ
リ
楽
し
く
勉
強
」
と

「
燃
え
上
が
る
十
中
魂
爆
発
だ
！
」

で
し
た
。

６
月
６
日
c
の
郡
市
陸
上
競
技
大

会
を
か
わ
き
り
に
、
各
種
大
会
が
開

催
さ
れ
、
十
中
も
多
く
の
中
越
大
会

へ
の
出
場
権
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

生
徒
み
ん
な
が
大
会
に
向
け
、
一

生
懸
命
に
練
習
を
し
ま
し
た
。
大
会

で
は
応
援
団
と
選
手
団
が
ひ
と
つ
に

な
り
、
選
手
の
プ
レ
ー
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
こ
ん
な
姿
が
結
果
に
あ
ら

わ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な

の
笑
顔
が
は
じ
け
ま
し
た
。

友
情
応
援
と
い
う
力
で
、
部
活
動

の
大
会
で
は
“
さ
わ
や
か
十
中
”
を

見
せ
ま
し
た
。
学
校
生
活
で
も
、
さ

わ
や
か
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
十
中
を

目
指
し
ま
す
。
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越
　
村
　
暢ま

さ

夫
さ
ん
　
１
９
７
９
年
生

滝
泰
勤
務
・
新
座
４
│
２

伝
統
あ
る
日
本
文
化
に
関
わ
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、
き
も
の

の
道
を
選
択
し
、
高
校
卒
業
後
、

こ
の
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

型
友
禅
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す

が
、
毎
日
が
発
見
で
あ
り
、
奥
の

深
さ
と
味
わ
い
を
感
じ
、
楽
し
ん

で
や
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
当
面
サ
ー
ク
ル
・
モ
ノ
ト
ー

ン
の
写
真
展
に
向
け
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
８
月
に
駅

の
地
下
道
、
情
報
館
、
公
民
館
と

順
次
展
示
す
る
予
定
で
す
が
、
自

分
た
ち
の
実
力
を
試
す
機
会
と
と

ら
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
の
成
人
講
座
で

陶
芸
、
立
体
造
型
を
学
ん
で
い
ま

す
が
、
立
体
造
型
に
つ
い
て
は
、

秋
の
市
展
に
応
募
し
た
い
と
思

い
、制
作
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
高
校
で
は
卓
球

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
小
学
校
で

少
年
野
球
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
無

性
に
野
球
が
や
り
た
く
な
り
、
会

社
の
野
球
部
で
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を

し
て
い
ま
す
。

結
婚
に
つ
い
て
は
、
30
歳
ま
で

に
は
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つくろう!みんなの笑顔

十日町中学校
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夏は水難事故の増える季節です。

信濃川沿岸には水難事故防止のため

のサイレンやスピーカーが設置され

ています。警報を聞いたら早めに安

全な場所に退避しましょう。

信濃川の増水に注意


